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痕跡を用いた野生動物の個体識別手法の提案
Proposal of a method for identification of wild animal individuals using traces.
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1. はじめに
農林水産省によると，令和 2年度の野生鳥獣による農

作物被害状況は，被害金額が約 161 億円（対前年 2 ％

増），被害面積は約 4万 3千 ha（対前年 10％減），被

害量が約 45万 9千 t(対前年 0.4％増）となっている [1]．

中でもシカによる農作物被害は約 56億円と全体の中で

も約半分を占めている．林野庁による森林被害の報告に

おいても，シカによる枝葉の食害や剥皮被害が全体の約

7割を占めており，シカによる獣害被害は深刻な状況と

なっている [2]．環境省と農林水産省では，生態系や農林

水産業等に深刻な被害を及ぼしているシカ，イノシシに

対し，その生息頭数を 10年後（令和５年度）までに半

減させることを目指す「抜本的な鳥獣捕獲強化対策」を，

平成 25年 12月に策定しており，早急な獣害対策が求め

られている [3]．効率的な獣害対策を行うには，生息数

の把握が重要となってくる．ある一定の地域内に，過剰

な個体数が存在する場合，動物が人間のテリトリーに侵

入する可能性が高く，人間と動物の衝突につながる．野

生動物群の効果的なモニタリングシステムはその数を管

理するのに役立つ．

生息数の把握には，個体識別技術が重要となってくる．

野生動物の個体識別は通常，顔，視覚パターン，足跡，鼻

紋などの動物のバイオメトリクスの独自性に基づいて行

われおり，古くは経験や勘で野生動物の個体識別を行っ

ていた [4]．現在，最も用いられている個体識別手法と

して，GPSや電子タグを取り付ける侵襲的な手法があ

げられる [5]．しかし，電子タグやGPSは高価な上，取

り付けの際に動物（特に大きな）に接近するリスクが存

在している．また，動物にデバイスを取り付けるのは動

物福祉に配慮した方法ではないので，非侵襲的な個体識

別手法が求められている．そこで，図 1に示すような模

様・足跡・顔・フン・鳴き声などの特徴から識別を行う

非侵襲的な方法が提案されている [6, 7]．

直接カメラで野生動物を観測することが望ましいが，

生息域全範囲をカメラでカバーすることはコストを考え

ると不可能である．そこで，本研究では痕跡（例えば，

足跡，食害跡，爪痕，フンなど）を用いて野生動物のセ
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ンシングを行う．これらの痕跡を活用することで，リア

ルタイムに動物をセンシングする必要がなくなり，時間

的な制約から解放される．しかし，単独で痕跡のセンシ

ングを行うには，とてつもない労力がかかり、非効率で

ある．そこで，本研究では痕跡の収集にユーザ参加型セ

ンシングを活用する．

ユーザ参加型センシングとはコミュニティ（または他

のグループ）がセンシング情報を提供し，知識体系を形

成するという概念である [8]．ユーザ参加型センシング

は，都市に点在する一般ユーザがセンシングに参加する

ことから，様々な事象を対象とする都市センシング（例

えば，街の騒音状況 [9]，夜間道の明るさ [10]，桜の開花

状況 [11]）において網羅的なデータ収集が可能となる．

本稿では，ユーザが撮影した足跡などの痕跡画像から

特徴量を抽出し，その特徴量から動物種の同定・個体識

別を行う手法を提案する．本稿の構成は以下の通りとす

る．2章では，野生動物のセンシング手法や個体識別手

法に関する関連研究について述べる．3章では，提案シ

ステムの概要と提案手法について述べる．4章では本稿

のまとめと今後の展望について述べる．

2. 関連研究
本研究では，ユーザが撮影した画像から特徴量を抽出

し個体の識別を行う．そこで，本章では，まず野生動物

のセンシングに関する研究，野生動物の個体識別に関す

る研究について述べる．その後，個体識別を行う上で重

要な技術となるセグメンテーションについて述べる．

2.1 野生動物のセンシングに関する研究

野生動物のデータ収集は主にカメラトラップ・UAVな

どで行われている [13]．カメラトラップは，人手を介さ

ずにモーションセンサを作動させ，遠隔地から自動的に

動画や画像を記録することが可能な装置である．しかし，

既存のカメラトラップでは空画像 (動物が映っていない

画像)を大量に生成してしまうので，手動でのデータ分

類に時間がかかってしまう．そこで，野生動物の効率的

なモニタリング手法に関する研究が行われている．Andy

らは野生動物モニタリングのためのエンドツーエンドの

分散型 IoTシステムであるWhere’s The Bear（WTB）

の提案を行った [14]．WTBは，機械学習ベースの画像

処理における多層（クラウド，エッジ，センシング）シス




